
 

 

       

 

第 9回東大阪市高齢者地域ケア会議 企画運営会議 要旨 

 

開催日 令和 5年 1月 25日（水）午後 2時より午後 3時 30分まで 

 

協議内容 

  ・令和 5年度企画運営会議の取り組みテーマは「人と人とのつながり～明日に向けて進もう」となる。 

・2/4第 28回楽Caféを実施予定。 

・東大阪市危機管理室より特殊詐欺被害防止について啓発依頼がある。啓発チラシを作成し配布してい

るため、関係機関の窓口への設置や対象者への配布等の周知を依頼したい。チラシの取り寄せは東大阪

市危機管理室に連絡が必要。 

 

各機関の報告 

1 各選出機関の活動状況について 

【基幹型地域包括支援センター】 

・特になし。 

 

【地域包括支援センター】 

・1/19 地域包括支援センター連絡調整会議にて、地域包括支援センターの支援ケースでの認知症初期

集中支援チームとの連携事例が報告された。 

 

【訪問介護事業者部会】 

・介護職員の新型コロナウイルスへの罹患者が増加してきている。サービスが提供できず、各事業所

が対応に苦慮している。 

 

【訪問看護事業者部会】 

・新型コロナウイルスの健康観察事業の相談件数は減少している。 

・BCPの作成に取り組んでいる。 

 

【通所介護通所リハビリテーション部会】 

・1/17「通所サービスにおける防災計画 感染症対策と BCP作成に向けて」というテーマで研修会を

開催。 

 

【介護支援専門員連絡会】 

・3月にハラスメントに関する研修を実施予定。 

 

【枚岡医師会】 

・1/21第 2回枚岡医師会多職種連携研修会をハイブリット形式で実施。 

 

【河内医師会】 

・1/21河内緩和ケア市民講座を「生命と命 医療が担うもの」というテーマで実施。 

・1/27河内医師会理事会を実施予定。 

・2/9午後 6時 30分から河内緩和ケアセミナーを「看取りの完結としての死因診断」というテーマで

実施予定。 

 

【布施医師会】 

・1/21布施医師会新年学術講演会をハイブリッドで実施。 

・1/28午後 2時から病診連携懇話会を「南海トラフに向けての医療面での備え」というテーマで Zoom

にて実施予定。医療機関だけでなく、ケアマネジャーや地域包括支援センターも参加可能。 

・3/4午後 6時から布施緩和ケア研修会を実施予定。 



 

 

       

 

・認知症初期集中支援チーム布施へのエントリー件数は 169件となっている。 

 

【市立医療センター】 

・新型コロナウイルス感染症を 2病棟で対応しており、50～60人が入院している。重症化の患者は少

ないが、退院が進まず急性期治療を受け入れることが難しい状況。 

 

【社会福祉協議会】 

・高齢者地域支え合いセンター事業の協力企業や事業所への顕彰事業を実施予定。SOSオレンジネット 

ワーク事業の協力企業は 37社、事業所ふくしネットワーク事業は 9社に感謝状と記念品を送付し、各 

事業から 1社ずつ東大阪市市役所にて感謝状と記念品の贈呈式を実施する。 

・1/13けんこう運動見本市を実施。それに伴い、介護予防ボランティアグループ一覧表を作成した。 

地域包括支援センターや保健所、行政サービスセンター等各種窓口にて配置している。角田総合老人 

センターに問い合わせいただきたい。 

・振り込め詐欺被害等防止機器や迷惑防止機能付き電話機の設置を進めているため、必要な人への声 

掛けを依頼したい。 

 

【保健所】 

・2/21多発性硬化症講演会を開催予定。 

・3/9と 3/16に潰瘍性大腸炎講演会を開催予定。2日間の連続講座であるが、1日のみの参加でも可

能。患者や家族、支援者を対象としているため、対象者への声掛けを依頼したい。 

 

【福祉事務所】 

・2月上旬に緊急通報装置レンタル事業の更新案内を送付予定。対象者は更新有無の返答が必要。 

 

【地域包括ケア推進課】 

・2/25令和 4年度多職種連携研修会全体会をハイブリット形式で実施予定。会場は先着 80人となって

いる。申し込み締め切りは 2/17。 

・3/2と 3/3に連続講座として、令和 4年度東大阪市介護予防・日常生活支援総合事業サービス従事者

研修を実施予定。申し込み締め切りは 2/10となっているため、周知を依頼したい。 

・12/5トルクフェスタの実績について参加者からのアンケートなどを元に報告がある。市内在住 65歳

以上の参加者は 112人で、平均年齢は 74.56歳、男性は 34人で女性は 78人であった。参加者の分布

は会場であった東大阪市立文化創造館付近からの参加者が多かったが、市内の各所からの参加があっ

た。実施したプログラムの延べ参加者数は 481人となっている。 

・トルクフェスタでは、複数の媒体を利用して周知を行った。複数の媒体を利用した周知に訴求効果

があることが分かった。 

・1月よりまなびのトルクが開始した。100人を超える申し込みがあり、会場の都合をつけて定員を超

えて実施するプログラムもある。また、3月より開始する 3種類のプログラムの申し込みも開始してお

り、申し込み締め切りは 2/24となっている。対象者には声掛けを依頼したい。 

・まなびのトルクのポップアップを 1月より KINSHOストア（布施店、俊徳道店、若江岩田店、東花園

店）にて実施している。 


